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  《生き生きハーモニカクラブ》
　２月の練習は２( 木 )12 日と
4( 木 ) の 26 日 午 後
１時からつるが１階、
陽だまりで練習

　　　囲碁クラブ
　２月の集会日は
28 日 ( 土 )PM1：
30 場所は病院５階
の会議室です。

　　歌う会ひまわり
　２月の集会は 1/25( 日 ) の
集会で決めます。
場所はリハビリ室

　〝リハビリ麻雀愛好会〟
　２月 6 日 /20 日 (1・3 金 )
PM １：00 ～ ４：00
から長野駅善光寺口
ミスタードーナッツ
ビル４F 雀荘  天　心

信濃に伝わる昔話の紹介 (72)
　　　　　　　　　園

そのさと
里小学校　　　　　須坂市豊丘

　旧園里学校 (1993 年 4 月 1 日須坂市指定有形文化財指定 )
は豊丘字新田にあり、明治 16(1883) 年に上高井郡園里村 ( 後
の豊丘村 ) 立園里学校の校舎として建てられました。
　この校舎は明治 10 年代まで役所や学校などに多く使わ
れた、擬

ぎ
洋風建築と呼ばれる、日本建築

を基礎として西洋建築のデザインを採用
しています。
　主屋の外観は、外壁が土蔵造で屋根は
桟
さ ん が わ ら

瓦葺 ( 現代の民家などで見られる葺き
方 ) と和風ですが、正面の玄関ポーチに
は、ギリシャ建築を思わせる円柱が使われ、
外壁の四隅の角には漆喰を盛り上げて黒
く塗り、石積みを模した装飾がされるな
ど随所に擬洋風が見られます。
　旧園里学校は明治 6(1873) 年に小山村の止善学校の支校と
して灰野村地蔵堂に開校しました。
　                  止善学校の止善の意味について
　☆建学の精神 ｢ 止善の心 ｣ 大学之道、明徳在民。在新民。
在止於至善。 (｢ 止善の心 ｣ について分かりやすく言うと ) 全て
の人は、天から授かった立派な “德”（人間的な魅力）をもっ

ている。だから、常 に その最善を尽くしつつ、それを磨
いて いきましょう。更に、自分の周りの人に思いやりの心
をもってその姿勢を及ぼしていきましょう。 
　そして、理想に向かって共に歩み続けるその姿勢を常に
心に持ち続けましょう。（大学・経一章）

　灰野村は園里村そして豊丘村へと改
称し、最後に須坂市と合併しました。
　明治 12(1879) 年に競進学校と改称
され、明治 15(1882) 年に園里村立園
里学校と改名されました。
競進学校　( 競進 について分かりやすく
言うと ) ＝互いに競って勉学に進む　
　 昭 和 4(1929) 年 の 校 舎 新 築 移 転 以
降、豊丘村役場や市福祉企業センター
などに利用された後、平成 4(1992) 年、

復元修復工事により明治時代当時の姿に復元されました。
　現在、2 階を地域の博物館施設として、明治から昭和
初期にかけての学用品や机などを展示し、1 階は児童クラブ
として利用しています。
　多くの人々の生活に関わってきた旧園里学校ですが、須
坂の教育の様子を伝える重要な役割を、今も担っています。

☆　総会と新年会が 2 月 28 日 ( 土 )10 時～午後 2 時　ながの中央介護センターつるがデイサービス室オアシスで開催
されます。友の会の一年で最初の行事です。大勢の方の参加をお待ちしています。年会費も受け付けています。

【元気太鼓】
 2 月の練習は老健ふる
さとでの 22 日 ( 日 )10
時から

 　　　 　　　　書道クラブ
　2月の練習日は、
中央病院リハビリ室
で 14 日 ( 土 ) です。

　　　　将棋倶楽部
　2 月の集会は、1/23( 金 )
の集会で決めます。

　　今年度で編集長・県連絡会事務局長を止めさ
せていただきます　　　　　中島　素紹
　耳が遠くなり、補聴器を付けても、理事会
や編集会議に支障があるようになりました。
今、副理事長と「思いはひとつ」の編集長を
拝命していますが、このまま役員をしていて
は、他の役員さんや友の会担当の職員さん
にも迷惑がかかります。
　
　「思いはひとつ」の編集・発行は、1996
年３月号をその頃事務局長の中沢職員に頼
まれ、ワープロで試作し発行しました。５
月号から、４月から事務局長の安達さん下、
発行してきました。それから事務局長職員
は何度も変わりましたが、３月で 19 年間
担当してきたことになります。

　脳卒中者友の会長野県連絡会の事務局長も 1999 年諏訪
への友の会の一泊旅行の時に中信・南信の３
患者会 ( 夢拓会・健歩会・松本協立病院の患
者会準備会 ) で連絡会が出来た一回目の総会
の時から拝命してきました。
　こちらも後任者に受け継いでもらいます。
先月のテレビ会議で属している他の会から承
諾してもらいました。
　会員の皆さんや役員の皆さん・中野先生は
じめ NPO 法人長野リハビリ友の会担当歴代
事務局職員さんに大変お世話になりました。
　来年度は無理かもしれませんが、2016 年
からは一会員として、サークル活動は【元気
太鼓】をはじめ『将棋倶楽部』、〈歌う会ひま
わり〉での活動は続けていきたいと思ってい
ます。( これは 2005.5 月号の一面です )

　　　カラオケクラブ
２ 月 の 集 会 は 14 日
( 土 ) 午 後 １：30 か
らバンバン高田店に

　　　　　　　　　
　　　　2015 年２月 14 日 ( 第 2 土）
　　　　　　午前 9：00 ～ 9：30 編集会議
　　　  　　　　  9：30 ～ 11：30 理事会　　

　　　　　　　　５階会議室において

次回編集会議・理事会
  新入会員　
　　   　　　なし

　　　　12 月末　　194 名

 会 員 動 向



（4)  思いはひとつ 2015/1/22

女声合唱が大勢で披露される開会前に近くの保育園へ花見に 最後に記念撮影を全員で

4/19 入院患者さんのお花見会

リハビリ農園始まる　5/1 ジャガイモ植え付け

参加した会員景気付けに太鼓を演奏 ジャガ種芋を蒔いた農園

< 歌う会ひまわり > のステージ今年のひな壇の面々 新年会の終わりにカラオケ大会

2/22 総会・新年会

2014 年 NPO 法人長野リハビリ友の会活動記録
   2014 年度の友の会の活動を振り返ってみます。先ず 2 月 22 日 10 時から、リハビリセンターつるが１階のオアシス室で、
2014 年度総会が開かれました。お花見会は昨年と同じく二度に分けて、入院患者のお花見会は 4/19( 土 ) リハビリ室
で開き、友の会は 5/ 7 日 ( 水 ) にホテルタガワへバスハイクをして、開催しました。戸隠のリハビリ農園は 5/1 が AM
メーデー参加の職員と一緒に PM ジャガイモの植え付けで、5/17 はそば蒔きを行いました。5/18 南長池診療所健康祭の
開会式で【元気太鼓】が演奏。7/5 は飯田市へ第 13 回作品展見学に行きました。7/6 のふるさと祭にテント店 ( 家族会 )
での販売と【元気太鼓】、《生き生きハーモニカクラブ》の演奏で参加。8/23 ジャガイモ収穫の収穫祭。8/30( 土 ) は大
種蒔き ( 日程の都合で職員が実行 )。9/2・3 は蒲生温泉へ一泊旅行。10/19( 日 ) は第 52 回病院祭参加、《生き生きハー
モニカクラブ》〈うたう会ひまわり〉が出演、【元気太鼓】が閉会式で演奏。テント店も出しました。11/1 は農園秋の
収穫祭でした。最後に 12/3 は望年会を開催しました。　

実際の作業は職員が主 会員と職員の男同士の作業も 女子同士で作業風景も

5/11　そばの種蒔き
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7/6　老健ふるさと祭りに参加

8/23　ジャガイモの取り入れ

戸隠支部の助っ人と職員参加者がミーティングに備え座る 収穫作業も後半へ

一番最初のお客さん友の会のテント店の様子 [ 生き生きハーモニカクラブ ] の演奏

友の会の会員が作品を見て回る お昼の風景

7/5　第 13 回作品展を飯田へ見に行く

太鼓の演奏で開幕祭りの横断幕 建物内では健康チェック

5/18　南長池診療所祭りに【元気太鼓】出演

ボタンを使った珍しい作品

< 歌う会ひまわり > のステージ山菜狩り部隊の記念撮影 全員で記念撮影

5/7　友の会の竜王高原のホテルタガワでのお花見会
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トラックへ積み込む 収穫祭の会場風景

10/12　第 53 回病院祭に参加

10/4　第 ２回目のおろ抜き

最後のイベント・望年会は１頁から載せて在ります。

友の会売り物のミカンの出張販売友の会テント店準備中 友の会の活動を写真で展示

　これら紹介した行事の外に毎月第２( 土 ) の午前
中、役員が出席して編集会議と理事会が５階会議
室で開かれます。そして会報「思いはひとつ」の
発行があるので、毎月後半の木曜日 ( 大体第４) の
午前中発送作業を役員がします。
　役員の欠員が出ると理事会で相談して手を打ち
ます。通院・入院患者・〈つるが〉へのリハビリ通っ
ているみなさんたちに声を掛けて、新規の会員の
募集にも役員は力を注ぎます。

ある月の発送作業の様子

名古屋城の広場で記念撮影行きのバスで自己紹介 徳川美術館を見学する

9/2・3　一泊旅行今年は太平洋側、蒲郡温泉へ

おろぬき作業の説明を受ける おろぬき開始 おろぬきの終わった畝

11/1　秋の大収穫祭

8/

23
リ
ハ
ビ
リ
農
園
へ
大
根
の
種
蒔
き
は
、
丁
度
台
風
が
来
て
い
て
予
定
し
て
い
た
日
に
出
来
な
く
て
、
他
の
日
に
職
員
に
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ある月の理事会の様子

職員が抜いた大根をトラックへ運ぶ
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ベ
タ
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                                      ミュンヘンの街
  ミュンヘンはフランクフルトと並んで首都ベルリンから遠
く離れて独自の道をあゆんでいるように私には見えます。
　日本で言えば、ミュンヘンが大阪でフランクフルトは名
古屋ではないかと思っている。  
　札幌オリンピックの頃「ミュンヘン・札幌・ミルウォー
キー」とテレビから音が流れていたが、あれはなんだった
のだろう。
　ミュンヘンは 1972 年夏季オリンピックが開催された。
記念公園で整備保存されている。

　ミュンヘンに 4 泊したが、毎日毎晩マリエン広場に通っ
てレストランでビールを愛飲した。つまみはチーズかソー
セージ。
　マリエン広場は 2 キロほど続く常設の歩行者天国です。
車は勿論入らず道端が一部レストラン化していた。ミュン
ヘンには 6 カ所のビール醸造所があり、それぞれが直営店
を出していた。いわばオクトーバーフェストの原型で常設
と考えられる。ビールの値段がコカコーラよりも安かった。

  ドイツにはサッカーの 1 部リーグがあり ( ブンデスリー
ガ ) バイエルンミュンヘン
は強く今期首位を走ってい
るが、試合や応援風景を見
る機会がなかったのはとて
も残念だった。
　　　　　　　      　　　
　　　通貨について
  中欧 4 カ国のうちドイツ
とオーストリアは欧州連合
に加盟しており通貨はユー
ロだったがチェコとハンガ
リーは未加盟で通貨はそれ
ぞれ違った。

　ハンガリーはフォリント、チェコはコルナ、わずらわし
く、ややこしい限りだ。
　今回の旅行はクレジットカードをＡＴＭの機械に入れて
現地の通貨を引き出した。便利になったものである。通貨
くらいは早く統合すればいいのにと思うが、それぞれのお
国の事情があるのだろう。
　今回はスペイン旅行に用意していたユーロが 800 ユー
ロあったのでそれを使ったが現在の為替ルートに比べて
多少安く買えていると思う。

　　　　　　　　旅行全体を振り返って
  一度も雨に会わず天候にも恵まれ、体調も良く計画した
ところは 100％回り、事故や大きなトラブルもなく大満
足大成功の旅行だったと思う。ただオクトーバーフェスト
だけは残念だった。

　　　　　　　　反省点があるとしたら
　⑴折角音楽の都ウィーンに来たのだからコンサートや

リサイタルを 1 晩でも組み込むべきだったこと
　⑵ブンデスリーガで本場のサッカーの試合をインター
ネットで調べ、日程に組み込んだ方がよかったこと
　⑶折角郵便を書いたのに切手を貼って投函するのをうっ
かり忘れ投函せずに違った国に行き、結局日本にきてから
日本の切手を貼り直し投函したこと。等でしょうか。

　間もなく 82 才を迎える高齢となり臨終までの時間もそ
う長くなくなったが、できたらもう 2 〜 3 度今度のよう
な旅行をしたいものだ。
　行きたいところは山ほどある。知的興味を失わなかった
ら認知症や痴呆も退散するのではないかな。　（終）

　　　　　　　ぶっつけ本番車椅子の旅　　　飯塚　隆
　2014 年 9 月 29 日 か ら 10 月 9 日 ま で 10 泊 11 日 間、
父と男２人でヨーロッパ諸国を巡ってきた。巡った国は
オーストリア ( ウィーン )、チェコ ( プラハ )、ドイツ ( ミュ
ンヘン )、ウィーンからは隣国のハンガリー ( ブタペスト )、
ミュンヘンからは再びオーストリア国内のザルツブルグ
にも足を伸ばした。旅行記は父にゆづり、私は、ツアーガ
イドと介護の仕事 10 割の覚悟で同伴した息子兼介護者と
しての立場から感想を記したい。

　旅は完全手作りで、ウィーンとプラハのホテルの予約を
HIS にお願いした他は、航空券の手配から列車のチケット
購入まで全て自分たちで行った。
　より正確にいうと、父がどの都市に何日滞在して何を
見るかを決め、自分は英語でインターネットを利用して
航空券を手配して、列車の運行状況を調べた。現地でも
駅のみどりの窓口のようなところで切符を購入した。
　購入の都度１名は車椅子であることを伝えた。利用した
交通機関は飛行機、列車、地下鉄、タクシー、市内観光バス、
そして馬車。日本では乗らないような乗り物にも乗った。
　ヨーロッパの街中を走るトラム ( 路面電車 ) にも乗って
みたかったが、機会がなかった。乗り物に乗らない時は、
ヨーロッパの石畳の道を車椅子を押した。丘の上から坂道
を降り、橋を渡った。

　都市間の移動は列車で行ったがこれは楽しかった。ヨー
ロッパの列車はプラットフォームから２段ほど上がって

車両に乗り込む構造になって
いるが、新しい列車は中から
電動リフトが出てきて車椅子
ごと列車に乗せてくれる。電
動リフトがない列車の場合
は、恰幅の良い駅のスタッフ
２名がやってきて油圧式のリ
フトで車椅子を持ち上げてく
れる。とても頼もしい。
　実際に体験することで日本
とヨーロッパのサポート方法
の違いを感ずる。ヨーロッパ

（3 回目）中央ヨーロッパ 4 か国 10 日間　車椅子の旅 飯塚　英人

オ
ク
ト
ー
バ
の
シ
ン
ボ
ル
を
首
に
掛
け
て
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のサポートは、連携する
部分もあるが、その場そ
の場で人の関与が大きい
ように感ずる。
　どちらが優れている
とかではなく、それぞ
れ特徴があることだ。
　ただ予定していた列車
が遅れると、来るはずの
スタッフが来てくれてい
るか、改めて確認しなけ
ればならないこともある。
　何しろ初めての駅で、
事務室を探し、列車が発

車するプラットフォームを確認し、サポー
トスタッフが来てくれることを念を押して
英語で確かめる。そう言えば、どの駅でも
列車や地下鉄に乗る際は、改札がなかった。

　一度列車に乗ってしまえば、後は車窓か
らヨーロッパの街並みや牧場の景色を見な
がら移動するだけである。ウィーンから
プラハに向かうときは予約席がコンパート
メントで、父と２人で６人掛けの席を独占
してワインを飲んでいた。ワインが無けれ
ば食堂車にビールを買いに行くこともでき
る。とても楽しい。父はにこにこしている。

　旅行中なんといっても大変だったのはトイレである。
ビールとワイン
の本場で父も自
分も当然飲まず
にはいられない。
父は、ミュンヘ
ン で は １ Ｌ の
ジョッキでビー
ル を 楽 し み ( も
ちろん自分も飲
んだ )、ザルツブ

ルグのホテル・ザッハーのカフェでも名物のザッハ・トル
テは食べずにビールを飲んでいた。乾杯また乾杯である。
　車椅子の上とはいえ、体も普段より動かしているので、
生理活動も活発になる。
　飛行機の中、列車、街中、あらゆる場所でトイレを探し
た。店でトイレに行こうとすると、手摺のない階段を地下
まで降りなければならず、結局ホテルの部屋まで戻って用
を足したこともあった。

　そのホテルでは、洗面所で体勢を崩してガラスの棚に
体重をかけたところ、棚を壊してしまった。ホテルのフ
ロントに伝えたところ、まずクリーニング・スタッフが
来て、「けがはないか」と訊く ( 幸いけがはなかった )。そ
してガラスの破片をきれいに掃除機で吸い取ってくれた。

次にマネージャーがやっ
て来て改めて「けがはな
いか、お父さんはびっく
りしただろう、果物を持っ
てこようか？壊したこと
は心配しないでいい、修
理代もいらない」ととて
も親切である。ヒルトン・
プラハ・オールドタウン
というホテルであった。
　その他、ブダペストか
らウィーンに向かう列車
が機関車の故障で２時間
立ち往生したり ( これは父

のせいではない )、帰りの飛行機のトイレが
客席から１フロアに降りなければならない
構造になっていたり、想定外のこともあっ
たが、無事に帰国することができた。
　ミュンヘンのオクトーバ・フェスティバ
ル ( ビール祭り ) はものすごい人出で、結
局ビールは飲まずに、ビールに群がる群衆
を見てホテルに戻った。
　各国で大勢の人たちから手を貸そうと声
をかけられた。父と一緒に、何度もサン
キュー、ダンケシェーンと繰り返した。

　自分も頑張ったが、父も頑張った。行き
帰りの飛行機の座席までの歩行、教会の
入り口の階段、駅の階段、市内観光バス

の２階席までの階段、馬車の座席への乗り込み。エレベー
ターがあるところは極力利用したが、階段を上り下りし
なければならない場面も何度もあった。レストランの入
り口では、店のスタッフが父を車椅子ごと持ち上げて出
入りさせてくれた。

　行く先々で、父と二人でその土地のビールを飲んで料理
を楽しんだ。
　ブタペストで値段交渉をしながら市内を案内してくれ
たタクシー運転手、写真を撮るというと、店のスタッフ
がみんな集ってきたビアホール。
　車窓から見た空と草原。振り返ると自分も３割ぐらい
は観光を楽しめただろう
か。
　なかなか腰を上げるこ
とができずにいた自分を
海外まで連れて行ってく
れた父に感謝する。
　しかし、もう少し音を
たてずに食事をしてくれ
たら、自分の観光割合も
５割ぐらにはなったので
はないだろうか。
                         　( 完 )　
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1 リットルのジョッキ ( ミュンヘン )


